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むすび
基金制度は初期のプノレデョワ議会が君主財政を蚕食し解体して行く過程で生
み出されたもので，そうした形でのみプノレジョワジーの国家財政に対する支配
権が貫徹されたのだとしたら，基金制度にともなう経費部門の孤立分散や公信
用の拡散などはある意味では歴史の必然であったし，進歩であったとすらいえ
るのである。そして，蓋金制度の矛盾の所産たる「自動累進の粛芽」を宿す利
払い基金の重圧が，小生産者の分解を促進し，みずから生み落した産業プノレジ
ョワジーの手でその消滅壱宣告されるのである。
私は基金制度とし、う概念を公信用の西に限定する古典派以後の慣例を無視L
て，経費と租税と公信用が一体となった特殊な財政のあり方土して把握してき
た。本稿ではまずその内容を構成する若干の運動形態を法則化しようと試みた
にすぎない。 r基金」という用語を古典派以後の範噂である経費，租税，公信
用などでき。て行った場合，そのいずれもが妥当するようにみえるのは，逆に
そのいずれもが一面をしか包括しないためだということが出来るのではなかろ
うか。
